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要旨

　この数値地質図は，2007年新潟県中越沖地震の震源域である柏崎市周辺及び東頸城丘陵について，５万分の１地質図に基づいて作成したシームレス数値地質図である．使用した地質図は，既刊の５万分の１地質図幅「出雲崎」「柏崎」「岡野町」「松之山温泉」「柿崎」「高田東部」の６図幅である．

　それぞれの地質図幅は地域ごとに地質の特徴が異なり，また発行年・著者も異なるため，凡例・地質図上での区分には図幅ごとに相違があった．そのため，各図幅の層序対比図を作成し，それに基づいて地域全体に共通する統一凡例を作成した．同時に地質図上での区分・界線の相違を修正し一連の地質図とした． 

　また，本地域の地質に関する地質概説と文献データベースを添付した．
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１．中越柏崎-東頸城地域の数値地質図の説明

　この数値地質図は，５万分の１地質図幅「出雲崎」(1993)・「柏崎」(1995)・「岡野町」(1989) ・「松之山温泉」(2000)・「柿崎」(1996) ・「高田東部」(1996)について，数値データを基に，６図幅の境界部で地質図を修正しシームレス化するとともに，下記の凡例に基づき塗色を統一したものである．
　編さんは以下のように行なった．

(1)新潟堆積盆の標準層序（新潟県地質図改訂委員会編，2000）に基づき，各図幅での地層の時代論に見直しを加え，６図幅地域間の層序対比図を作成した．

(2)この層序対比に基づき，６図幅地域に共通な統一凡例を作成した．

(3)６図幅はそれぞれ著者・発行年が異なるため，図幅区画の境で大小の不連続が存在する．境界線の軽微な不連続はなめらかにつなぎ直した．大きな不連続とそれに加えた編集は以下のものがある．

・「柏崎」南東部と「岡野町」北東部では魚沼層の区分が異なっているため，「柏崎」側の区分を「岡野町」に合わせて修正した．

・「岡野町」と「柿崎」にかけての米山層の南縁の不連続は，「岡野町」の断層を不整合に修正した．

・「柿崎」南部の竹ヶ鼻層を分離し椎谷階須川層相当とした．

・「高田東部」「松之山温泉」で区分されている田麦川層の砂岩(Nc)は，北側の「岡野町」「柿崎」では区分されておらず砂岩シルト岩互層(Nb)に一括されている．これらについては「岡野町」「柿崎」で砂岩が尖滅する模式的表現を書き加えた．
1.1　凡例の説明

　凡例は，下記の層序対比図に基づき作成した．凡例区分は地質時代による６地域共通の層序区分を基本としつつ，地層分布の地域性に応じて地域地層名も取り入れた．凡例の記号は基本的に標準層序の時階区分名（西山階はN，等）に，各岩相区分ごとにabc順の添字をつけたもので，地層名や岩相に由来する元の図幅での記号とは無関係である．ただし魚沼層については東隣の「中越魚沼地域の５万分の１数値地質図（Ver.1）」（竹内ほか，2004）と共通の記号とした．
　なお，凡例の右欄の色番号は，使用したRGB216色パレットの番号であり作業上の意味しかもたない．
1.2　層序対比表の説明

　新潟標準層序は新潟県地質図改訂委員会編（2000）によった．各図幅について３地域まで細分して層序を模式的に図示した．そのため層序関係の細部が十分に表現しきれていない個所もある．第四系については主に新潟県地質図改訂委員会編（2000）の第IV-6図に基づき対比した．
1.3　文献データベースの説明

　地質調査総合センター図書室及び新潟県下各図書館で収集した文献資料を表形式でデータベース化したものの一部．地質図の範囲に関係する2004年までの文献875件を集録．著者・分野・地質時代・地域により検索が可能．

1.4　数値地質図編集に用いた地質図と文献

小林巖雄・立石雅昭・植村　武(1993)　出雲崎地域の地質．地域地質研究報告（5万分の1地質図幅），地質調査所，91p.

小林巖雄・立石雅昭・吉村尚久・上田哲郎・加藤碵一(1995)　柏崎地域の地質．地域地質研究報告（5万分の1地質図幅），地質調査所，102p.

小林巖雄・立石雅昭・黒川勝己・吉村尚久・加藤碵一(1989)　岡野町地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，112p.

竹内圭史・吉川敏之・釜井俊孝(2000)　松之山温泉地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，76p.

竹内圭史・吉村尚久・加藤碵一(1996)　柿崎地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，48p.

竹内圭史・加藤碵一(1994)　高田東部地域の地質．地域地質研究報告(５万分の１地質図幅)，地質調査所，67p.

新潟県地質図改定委員会編 (2000)　新潟県地質図（2000年版）1:200,000及び説明書，新潟県商工労働部商工振興課，200p．
２．地質概説
　新第三紀新潟堆積盆地の標準層序は，下位より eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),三)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),川)・津川・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ななたに),七谷)・寺泊・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しい),椎)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),谷)・西山・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はいづめ),灰爪)の７つの時階に区分されている（新潟県地質図改訂委員会編，2000）．寺泊階は下部と上部に２分される．
　中越東頸城地方の地表にはこのうち寺泊階から上位の地層が分布する．これらの地質時代はおおよそ，寺泊階は後期中新世，椎谷階は前期鮮新世，西山階は後期鮮新世，灰爪階は前期更新世である．西山階の上部から灰爪階にかけては，海成の西山層・灰爪層と河川成の魚沼層とが広域的な同時異相関係にある（層序対比図参照）．
　寺泊階の地層は西山地域の寺泊層のほか，米山山塊の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),小)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がや),萱)層，東頸城丘陵の松之山層・樽田層がある．椎谷階の地層は模式地の椎谷層のほか， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちこく),八石)油帯の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほど),程)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいら),平)層，米山西麓の大清水層・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひじり),聖)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(が),ヶ)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),鼻)層及び南部の竹ヶ鼻層，東頸城丘陵の須川層がある．西山階の地層は最も広く分布し，模式地の西山層のほか，八石油帯の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちこくさん),八石山)層・菅沼層・八王子層，米山山塊の米山層・黒姫層・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),阿)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),相)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じま),島)層，米山西麓の竹ヶ鼻層，東頸城丘陵の田麦川層・東川層・浦川原層・白岩層がある．灰爪階の地層は模式地である西山地域の灰爪層である．西山階〜灰爪階の魚沼層に相当する地層には，米山東麓の駒の間層と関田山脈の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),奈)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),良)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だて),立)層・猿橋層がある．
３．各層の説明

3.1　寺泊層及び相当層
　寺泊層は黒色泥岩及び泥岩砂岩互層(Ta)からなり，出雲崎海岸地域，中央油帯小木ノ城背斜の軸部に分布する．米山山塊には下部〜上部寺泊階に相当する小萱層の泥岩砂岩互層及び泥岩が分布する．東頸城丘陵の樽田層は主に泥岩砂岩互層(Tb)からなり，松之山背斜では一部に砂岩泥岩互層が見られる．松之山層はデイサイト軽石結晶凝灰岩からなり，「高田東部」図幅地域では樽田層下部と指交する．
3.2　椎谷層及び相当層
　椎谷層はタービダイトの砂岩泥岩互層及び砂岩(Sa)からなる．模式地の柏崎市観音崎周辺や，中央油帯の小木ノ城背斜に広く分布する．八石油帯の程平層は砂岩泥岩互層からなる．米山西麓の大清水層は砂岩泥岩互層及び砂岩，その上位の聖ヶ鼻層は砂岩・礫岩を挟在する砂岩泥岩互層(Sc)からなる．米山西麓の竹ヶ鼻層は北部地域では聖ヶ鼻層に重なる西山階の地層であるが，米山南方地域では田麦川層の下位に位置する須川層の塊状泥岩へと分布が連続する．このため本数値地質図では南部の竹ヶ鼻層を分離し椎谷層相当層に区分した．東頸城丘陵に広く分布する須川層は，塊状泥岩(Sd)からなり砂岩層はごく少ない．
3.3　西山層及び相当層
　西山層は主に塊状シルト岩(Na)と， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はまつだ),浜忠)相と呼ばれるタービダイトの砂岩シルト岩互層(Nb)からなり，西山・中央油帯に広く分布する．
　八石油帯では，程平層の上位に八石山層・菅沼層・八王子層の順に整合に重なる．八石山層は安山岩の溶岩・火砕岩及び火山砕屑岩からなる．菅沼層は塊状シルト岩，八王子層は浅海成の砂質シルト岩及び砂岩シルト岩細互層(Nf)からなる．
　米山層は米山山塊にまとまって分布する．海底で噴出した普通輝石安山岩の溶岩・火砕岩, 普通角閃石普通輝石安山岩火砕岩及び火山円礫岩からなる．米山東麓の黒姫層は米山層の側方延長にあたり，田麦川層と指交する．阿相島層も米山層・黒姫層の上位に重なる火山岩を挟む地層である．
　米山西麓の竹ヶ鼻層は塊状シルト岩からなり，中部に米山層の西方延長の火山岩が挟在している．
　田麦川層は東頸城丘陵に広く分布する．タービダイトの砂岩シルト岩互層(Nb)からなり砂岩を挟む．各所で塊状シルト岩と側方に指交する．関田山脈南西部にも田麦川層に相当する砂岩シルト岩互層が分布するが，北方の田麦川層との正確な対比はされていない．
　東頸城丘陵には，岩相的には灰爪層に似る浅海成の砂質シルト岩からなる地層が各地に分布する．それらは田麦川層など西山階のタービダイト相の上位に重なり，魚沼層最下部の海成砂に覆われる．厳密には同時異相関係を考慮せねばならないものの，これらはおおよそ同時期の地層である．八石油帯では前述のように八王子層が分布する．「松之山温泉」地域には東川層が広範囲に分布する．「高田東部」地域北部には向斜軸部に浦川原層が分布する．関田山脈南西部には南の飯山地域から連続する白岩層が分布し，東へ東川層へと連続する．
3.4　灰爪層
　灰爪層は西山・中央油帯から八石油帯にかけて広く分布する．貝化石を多産する浅海成の地層で，砂・砂質シルト岩・泥岩及び砂岩泥岩互層(Hb)と砂(Ha)からなる．模式地の西山地域では西山層を，中央油帯南部では椎谷層を不整合に覆うが，中央油帯北部では西山層に整合に重なる．魚沼層中上部と広域的な同時異相関係にあり，八石油帯では魚沼層中部の海成砂相(Uf)と側方に指交する．
3.5　魚沼層及び相当層
　魚沼層は東頸城丘陵に広く分布する海成〜河川成の岩相変化に富む半固結の地層で，一部に安山岩類を伴う．最大積算層厚は3,000mに達する．灰爪層・八王子層・東川層などに整合に重なるほか下位層を不整合に覆う地域もある．八石油帯では灰爪層と大規模に指交する．
　米山東麓の駒の間層は砂礫シルトと安山岩からなり魚沼層に対比される．関田山脈南西部の奈良立層は魚沼層の下半部，礫からなる猿橋層は魚沼層上部に相当する．
　新潟堆積盆地の中新統−更新統中には多数の火山灰層が挟在している．魚沼層中部に挟在し広域的な鍵層として知られるSK100・SK030両火山灰層は，西山・中央油帯ではSK100が西山層と灰爪層の境界付近に，SK030が灰爪層中に挟在している．
3.6　中上部更新統
　柏崎・出雲崎地域の中部更新統大坪層・田沢層は，魚沼層以下を不整合に覆う陸成を主とし一部浅海成の地層である．
　段丘堆積物の区分は松之山温泉図幅の津南地域での区分を基準とした．近年新区分も提唱されているがまだ広域に確立されていない．本数値地質図では３つに区分し，卯ノ木段丘堆積物までを高位段丘堆積物，5万年前の大山倉吉火山灰層の載る貝坂段丘堆積物までを中位段丘堆積物，それ以降の正面段丘以後を低位段丘堆積物とした．ただしこの区分は他地域の高位・中位段丘との対比に留意したものであり，従来の津南地域での高位・中位・低位の区分とは異なる．また，津南地域と他地域との対比にはなお不確実な点が残されている．
　平野を構成する沖積層は，柏崎平野では柏崎層，高田平野では高田層及び関川層と呼ばれている．
